
（
ア
）
　
区
別
設
置
状
況
（
図
―
１
、
２
）

　
分
布
状
況
を
み
る
と
、
中
区
、
西
区
に
集
中

し
て
い
る
・
こ
れ
は
横
浜
の
都
心
部
で
開
港
以

来
の
歴
史
の
蓄
積
が
あ
り
、
公
園
、
道
路
等
の

公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
、
都
市
が
成
熟
し
て
い

る
結
果
、
文
化
性
の
高
い
彫
刻
類
の
設
置
が
行

わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
戸
塚
区
が

多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
横
浜
ド
リ
ー
ム
ラ

ン
ド
」
の
二
一
体
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
原

因
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
の
間
、
文
化
的

施
設
な
ど
が
各
区
に
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
に
伴
な
い
レ
リ
ー
フ
等
が
増
え
て
い

る
。
今
後
各
区
の
機
能
が
充
実
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
市
全
域
に
分
散
化
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
イ
）
　
設
置
場
所
状
況
（
図
―
３
）

　
都
市
の
中
で
の
設
置
場
所
は
、
公
的
施
設
に

一
二
七
体
、
民
間
施
設
に
六
二
体
で
あ
る
。
民

間
施
設
は
外
部
空
間
に
多
く
、
公
共
施
設
で
は

外
部
空
間
の
ほ
う
が
ホ
ー
ル
等
の
内
部
空
間
よ

り
若
干
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
。
都
市
施
設
の

中
で
は
公
園
が
最
も
多
く
。
道
路
が
最
も
少
な
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い
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
道
路
建
設
に
あ
た
り
機

能
優
先
の
考
え
方
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
交
通
の

障
害
物
（
占
用
物
件
）
と
し
て
の
扱
い
方
を
し

て
い
る
こ
と
な
ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

（
ウ
）
　
作
品
傾
向
（
図
―
４
）

　
作
品
の
傾
向
で
は
、
ま
ず
形
態
を
み
る
と

　
「
レ
リ
ー
フ
」
が
五
七
体
、
「
彫
刻
」
が
一
三

二
体
で
あ
る
。
こ
の
「
レ
リ
ー
フ
」
の
中
に

は
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
に
よ
る
作
品
が
約
二
〇

体
含
ま
れ
て
お
り
、
厳
密
な
意
味
で
の
「
レ
リ

ー
フ
」
（
浮
彫
）
は
少
な
い
。
「
彫
刻
」
を
さ

ら
に
分
類
す
る
と
、
「
具
象
」
が
｝
○
○
体
で

「
抽
象
」
の
約
三
倍
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は

「
抽
象
」
め
歴
史
が
比
較
的
浅
く
、
受
け
入
れ

側
に
彫
刻
＝
ブ
ロ
ン
ズ
像
（
具
象
）
と
い
っ
た

観
念
が
あ
る
こ
と
、
「
抽
象
」
は
相
対
的
に
作

品
が
大
き
い
た
め
、
設
置
場
所
に
制
約
が
生
じ

る
場
合
が
あ
る
等
が
主
な
原
因
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
モ
チ
ー
フ
（
モ
デ
ル
）
を
み
る
と
、

具
象
の
場
合
は
、
「
人
体
」
が
九
〇
体
、
「
動

物
」
が
一
〇
体
で
あ
る
。
人
体
の
内
訳
は
。

「
少
年
、
少
女
、
子
供
」
が
三
二
体
、
「
婦
人
」

が
二
四
体
、
「
偉
人
」
が
二
三
体
、
「
母
子
、

家
族
」
が
七
体
、
「
男
性
」
が
四
体
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
少
年
、
少
女
、
子
供
」
一
二
体
、
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「
婦
人
」
一
八
体
は
裸
像
と
な
っ
て
い
る
。

　
抽
象
の
場
合
に
は
、
モ
チ
ー
フ
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
「
波
」
「
帆
」
「
太
陽
」
「
翼
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
が
あ
る
。

　
次
に
素
材
を
み
る
と
、
具
象
で
は
、
ブ
ロ
ン

ズ
＝
七
六
体
、
セ
メ
ン
ト
＝
一
八
、
石
＝
四
、

石
膏
＝
二
で
、
ブ
ロ
ン
ズ
が
圧
倒
的
だ
、
抽
象

で
は
、
石
＝
一
一
体
、
ス
テ
ン
レ
ス
＝
九
、
ブ

ロ
ン
ズ
＝
六
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
鉄
＝
各
二
、

セ
メ
ン
ト
・
Ｆ
Ｒ
Ｐ
＝
各
一
と
、
多
種
の
素
材

が
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
抽
象
の
中
に
は
、

モ
ー
タ
ー
、
風
、
水
で
動
く
彫
刻
も
五
体
あ
る
。

（
エ
）
　
設
置
年
代
別
状
況
（
図
―
５
）

　
戦
後
、
焼
け
跡
の
復
興
か
ら
や

っ
と
余
裕
が
見
え
始
め
た
昭
和
三

十
年
、
国
体
開
催
を
記
念
し
て
屋

外
彫
刻
が
多
数
設
置
さ
れ
て
い

る
。
続
い
て
、
公
園
、
道
路
等
の

基
盤
整
備
事
業
の
進
行
と
共
に
、

徐
々
に
増
え
始
め
、
昭
和
四
十
年

に
は
、
明
治
百
年
を
記
念
し
て

「
横
浜
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
」
に
偉

人
像
一
九
体
が
置
か
れ
た
。
昭
和

四
十
一
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
と
し
て
置
か
れ
、
昭
和
五
十
年

代
に
入
り
公
共
施
設
の
建
設
に
よ

り
、
建
物
と
附
随
し
て
設
置
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
五
十
八

年
に
は
、
金
沢
の
団
地
建
設
、
相

鉄
ジ
ョ
イ
ナ
ス
一
〇
周
年
記
念
事

設置年代別状況図―５

業
等
に
よ
る
影
響
が
如
実
に
表
わ
れ
て
い
る
。

（
オ
）
　
管
理
状
況

　
彫
刻
の
設
置
場
所
、
作
品
選
定
と
並
ん
で
、

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
設
置
後
の
維
持
管
理
で

あ
る
。

　
彫
刻
本
体
を
み
る
と
、
ブ
ロ
ン
ズ
に
は
雨
だ

れ
、
セ
メ
ン
ト
に
は
キ
レ
ツ
や
風
化
、
ス
テ
ン

レ
ス
と
鉄
に
は
サ
ビ
が
目
立
つ
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
自
然
な
素
材
を
使
っ
た
石

彫
に
は
、
こ
れ
ら
の
状
態
が
見
ら
れ
ず
、
維
持

管
理
が
比
較
的
楽
な
よ
う
で
あ
る
。
最
も
大
変

な
の
は
、
動
く
彫
刻
で
あ
る
。
モ
ー
タ
ー
や
回
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転
部
分
を
定
期
的
に
点
検
し
、
常
に
動
く
状
態

を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
彫
刻
の
周
り
に
自
転
車
や
品
物
が
雑

然
と
置
か
れ
て
い
た
り
、
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る

の
を
見
か
け
る
が
、
管
理
体
制
の
確
立
が
望
ま

れ
る
。

②
―
横
浜
市
の
実
例

（
ア
）
　
綱
島
彫
刻
設
置
事
業

　
昭
和
五
十
八
年
十
月
八
日
、
綱
島
地
区
の
核

店
舗
前
広
場
に
お
い
て
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
、

彫
刻
家
・
一
色
邦
彦
氏
制
作
の
「
舞
い
降
り
た

愛
の
神
話
」
が
、
市
民
の
も
の
と
な
っ
た
。

　
温
泉
町
だ
っ
た
綱
島
は
、
変
貌
し
つ
つ
あ

る
。
綱
島
モ
ー
ル
を
め
ざ
し
な
が
ら
の
再
開
発

の
動
き
は
激
し
く
、
民
間
の
建
築
活
動
、
大
規

模
店
舗
の
進
出
の
中
、
地
元
の
再
開
発
協
議
会

及
び
モ
ー
ル
商
店
会
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
地

区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
彫
刻
設
置
を
決
定
し

た
。
以
後
、
地
元
役
員
、
専
門
家
と
市
職
員
を

メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
綱
島
彫
刻
設
置
委
員
会
」

を
組
織
し
、
検
討
を
重
ね
、
昭
和
五
十
七
年
十

二
月
、
彫
刻
家
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
制
作
を

依
頼
し
た
。
そ
の
後
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
公
募
、

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
、
作
家
展
を
経
て
、
除

幕
式
に
至
り
、
大
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
街
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
地
元
の
人
々
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ

と
、
委
員
会
を
も
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
、
将
来
を
め
ざ
し
た
モ
ー
ル
の
中
央
に
広
場

　
を
作
り
そ
の
場
に
調
和
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作

　
品
を
選
択
し
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
台
座
ま
で

　
も
周
辺
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
工
夫
し
た
こ
と
な

　
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
単
に
彫
刻
設
置

　
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
公

　
募
を
行
っ
た
こ
と
や
、
作
家
展
を
同
時
開
催
し

　
た
こ
と
な
ど
は
、
市
民
主
体
の
街
づ
く
り
を
盛

　
り
上
げ
る
努
力
の
現
わ
れ
と
し
て
、
高
く
評
価

　
で
き
よ
う
。

　
（
イ
）
　
ジ
ョ
イ
ナ
ス
の
森
彫
刻
公
園
の
誕
生

　
　
横
浜
駅
西
口
に
あ
る
相
鉄
ジ
ョ
イ
ナ
ス
の
屋

　
上
に
七
種
一
〇
体
の
彫
刻
が
、
昭
和
五
十
八
年

　
十
一
月
三
日
に
設
置
さ
れ
た
。
市
内
随
一
の
商

　
業
中
心
地
西
口
は
、
今
、
快
適
な
人
間
空
間
を

　
創
り
出
す
た
め
、
環
境
整
備
事
業
を
進
め
て
お

　
り
、
全
国
で
も
異
例
と
思
わ
れ
る
官
民
一
体
の

　
協
議
会
を
組
織
し
、
街
づ
く
り
を
行
っ
て
い

　
る
。
五
十
八
年
は
ち
ょ
う
ど
、
相
鉄
ジ
ョ
イ
ナ

　
ス
開
業
一
〇
周
年
に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
街
づ

　
く
り
の
趣
旨
に
沿
っ
て
彫
刻
設
置
事
業
を
行
っ

　
た
。

　
　
中
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
都
市
の
中
で
屋
上

　
の
空
間
価
値
は
高
い
。
通
常
、
商
業
ビ
ル
の
屋

　
上
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
家
族
連
れ
の

　
た
め
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
。
建
設
当
初
か

　
ら
相
鉄
ジ
ョ
イ
ナ
ス
は
、
屋
上
庭
園
を
造
り
、

　
市
民
に
開
放
し
て
き
た
。
今
回
、
彫
刻
を
設
置

　
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
文
化
度
を
増
し
、

　
よ
り
一
層
市
民
に
印
象
強
く
し
た
こ
と
は
、
今

　
後
の
都
市
の
屋
上
空
間
の
あ
り
方
に
対
し
て
先
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駆
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。

　
ブ
ー
ル
デ
ル
、
マ
ン
ズ
ー
ほ
か
横
浜
に
な
い

優
れ
た
作
品
を
世
界
の
彫
刻
か
ら
選
び
設
置
し

た
こ
と
は
、
観
賞
す
る
者
に
と
っ
て
、
喜
こ
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
庭
園
と
調
和
し
た
彫
刻
の
配
置
や
、

庭
木
の
手
入
れ
が
ゆ
き
と
ど
い
て
い
る
こ
と

は
、
彫
刻
作
品
の
芸
術
性
だ
け
で
な
く
、
周
辺

環
境
の
重
要
性
を
教
え
て
い
る
。
こ
の
事
業

は
、
民
間
企
業
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
本
市
が

協
力
し
た
こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
成
果
を
得
ら

れ
た
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
彫
刻
設
置
後
す
ぐ
に
象
徴
的
な

事
件
が
起
き
た
。
作
家
の
希
望
に
よ
り
、
台
座

を
な
く
し
芝
生
に
直
接
置
い
た
も
の
が
、
人
為

に
よ
り
破
損
し
た
の
で
あ
る
。
来
訪
者
が
直
接

手
で
触
れ
愛
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
と

の
配
慮
が
裏
目
に
出
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の

こ
と
は
い
く
つ
か
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

　
一
つ
に
は
、
こ
う
し
た
彫
刻
の
開
放
を
裏
付

け
る
維
持
管
理
体
制
と
技
術
の
確
立
の
必
要
性

で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
開
放
を
可
能
に
す
る
市

民
モ
ラ
ル
の
確
立
の
必
要
性
で
あ
る
。

　
幸
い
に
し
て
、
理
解
あ
る
企
業
と
彫
刻
家
に

よ
り
、
破
損
し
た
ハ
ト
の
彫
刻
は
復
元
さ
れ
、

再
設
置
さ
れ
た
。

七
―
―
実
態
調
査
か
ら
み
た
今
後
の

　
　
　
課
題

①
都
市
計
画
と
の
連
動
　
街
全
体
を
つ
く
り
あ
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げ
て
い
く
た
め
の
計
画
論
の
中
で
、
彫
刻
の
問

題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
場

当
た
り
的
発
想
で
な
く
、
街
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
の
彫
刻
設
置
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

②
周
辺
環
境
の
整
備
　
単
に
彫
刻
を
置
け
ば
、

都
市
環
境
の
総
体
が
向
上
す
る
と
は
言
え
な

い
。
む
し
ろ
そ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
目
立
っ
て

し
ま
う
結
果
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
彫
刻
と
そ

の
周
辺
環
境
は
、
相
互
の
好
ま
し
い
緊
張
関
係

を
保
つ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
屋
外
彫

刻
の
設
置
は
、
と
も
す
れ
ば
立
ち
遅
れ
が
ち
な

既
存
環
境
の
改
善
を
伴
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

③
設
置
技
術
の
確
立
（
図
―
６
）
　
理
想
的
な

環
境
が
与
え
ら
れ
て
も
、
設
置
の
技
術
が
伴
わ

な
け
れ
ば
効
果
は
半
減
す
る
。
人
の
動
線
・
視

図―６　都市彫刻の設置技術

線
の
高
さ
・
角
度
・
鑑
賞
距
離
等
を
想
定
し
、

台
座
設
計
に
も
細
心
の
注
意
を
払
い
た
い
。
ま

た
夜
間
の
照
明
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

④
維
持
・
管
理
　
今
回
の
実
態
調
査
の
中
で

も
、
か
な
り
管
理
の
悪
い
例
が
見
受
け
ら
れ

た
。
汚
れ
・
雨
ダ
レ
・
サ
ビ
・
キ
ズ
・
ヒ
ビ
・

付
着
物
・
破
損
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
管

理
と
は
、
彫
刻
と
鑑
賞
者
を
切
り
離
す
方
向
を

意
味
し
な
い
。
屋
外
彫
刻
と
は
、
い
く
つ
か
の

例
外
（
モ
ー
タ
ー
で
動
く
も
の
、
鋭
利
な
も
の

等
）
を
除
け
ば
、
市
民
が
自
由
に
触
れ
ら
れ
る

も
の
こ
そ
望
ま
し
く
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
管

理
方
法
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
子
供
の

い
た
ず
ら
で
簡
単
に
壊
れ
な
い
よ
う
、
し
っ
か

り
固
定
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
定
期
的
な
点
検

鑑賞距離

視界

八

・
清
掃
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

⑤
市
民
生
活
と
の
つ
な
が
り
　
従
来
、
と
も
す

れ
ば
屋
外
彫
刻
は
市
民
に
と
っ
て
「
あ
ら
か
じ

め
与
え
ら
れ
た
」
存
在
で
あ
り
、
日
常
生
活
と

も
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

設
置
主
体
を
考
え
て
も
、
自
治
体
・
企
業
・
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
等
が
主
で
あ
り
、
市
民
が
直

接
設
置
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
た
の
が
、
馬
車
道
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
や
イ
セ
ザ
キ
モ
ー
ル
、
綱
島
地
区

等
に
見
ら
れ
る
、
住
民
主
体
の
街
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
の
彫
刻
設
置
事
業
で
あ
る
。
自
ら
の

街
の
担
い
手
た
ち
に
よ
る
、
こ
の
よ
う
な
運
動

こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
屋
外
彫
刻
設
置
の
ひ
と
つ

の
方
向
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
展
開

　
本
調
査
は
、
主
と
し
て
都
市
の
屋
外
彫
刻
を

対
象
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
建

築
物
の
内
部
（
二
四
時
間
開
放
さ
れ
て
い
る
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
、
市
役
所
、
区
役
所
、

文
化
施
設
等
）
に
あ
る
彫
刻
も
、
都
市
的
な
意

味
合
い
に
お
い
て
は
屋
外
彫
刻
に
類
す
る
も
の

と
考
え
、
調
査
対
象
に
加
え
て
い
る
。
従
っ

て
、
今
後
こ
れ
ら
の
彫
刻
の
議
論
を
進
め
る
に

表―2　区別の数量
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あ
た
り
、
総
称
と
し
て
「
屋
外
彫
刻
」
を
使
用

す
る
の
は
甚
だ
具
合
い
の
悪
い
こ
と
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
改
め
て
こ
れ
ら
の
総
称
を
「
都
市

彫
刻
」
と
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
い
。
「
都
市

彫
刻
」
は
、
屋
内
・
屋
外
を
問
わ
す
市
民
に
開

放
さ
れ
、
都
市
活
動
・
都
市
環
境
と
密
接
な
関

係
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
彫
刻
の

本
質
的
内
容
を
包
含
す
る
概
念
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
彫
刻
の
展
開
を
考

え
る
と
き
、
行
政
の
果
た
し
得
る
役
割
り
は
い

っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
追
求
す

る
た
め
に
は
全
く
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
に

な
る
と
考
え
る
が
、
と
り
あ
え
す
今
回
の
調
査

の
枠
内
で
一
考
を
加
え
て
み
た
い
。

　
他
都
市
の
事
例
調
査
に
よ
れ
ば
、
ひ
と
つ
の

表―3　調査彫刻一覧

類
型
と
し
て
、
自
治
体
主
導
型
の
彫
刻
設
置
事

業
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
先
に
述
べ
た
と

う
り
、
神
戸
・
宇
部
・
長
野
・
仙
台
な
ど
、
各

々
手
法
は
異
な
る
に
せ
よ
、
基
本
的
に
は
各
市

の
文
化
・
教
育
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
自
治

体
に
よ
る
設
置
事
業
方
式
で
あ
る
点
で
共
通
し

て
い
る
。
ま
た
八
王
子
市
の
例
は
、
都
市
に
新

し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
誘
発
す
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
点
で
。
都
市
彫
刻
に
ふ
さ
わ
し
い

試
み
と
言
え
る
が
、
こ
れ
も
自
治
体
主
導
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
治
体
が
先
頭
に
立
っ
て
推

進
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
一
方
で

は
、
行
政
が
枠
組
み
を
作
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
個
々
の
街
づ
く
り
事
業
の
中
で

彫
刻
設
置
を
セ
ッ
ト
し
、
企
業
活
動
や
市
民
運

動
を
自
治
体
が
間
接
的
に
後
押
し
し
て
い
く
方

策
が
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
横
浜
市
は
、
現
状
で
は
後
者
の
立
場
で
都
市

彫
刻
に
対
処
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に

こ
れ
を
「
市
民
主
体
型
」
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、

こ
の
場
合
の
自
治
体
の
役
割
り
は
何
で
あ
ろ
う

か
。
一
例
を
掲
げ
れ
ば
、
建
築
物
の
許
可
基
準

―
ボ
ー
ナ
ス
制
度
―
―
の
中
に
彫
刻
を
組
み

込
む
と
か
、
資
金
面
で
の
助
成
を
行
う
な
ど
、

間
接
的
な
誘
導
助
成
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
民
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て

も
自
治
体
の
内
部
に
、
施
策
の
軸
を
構
築
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
自
治
体
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
と
し

て
、
彫
刻
設
置
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
考
え
ら
れ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
過
去
、
街
づ
く
り
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
会
等
で

彫
刻
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
ま
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
一
般
の

市
民
に
浸
透
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
今

後
と
も
、
こ
う
し
た
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
都
市
彫
刻
が
市
民
生
活
に
与
え
る

影
響
や
、
市
民
が
抱
く
関
心
な
ど
を
、
今
後
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
な
い
、
も
う
一
歩
踏
み

込
ん
で
探
求
し
て
み
た
い
と
思
う
。

〈
山
田
＝
都
市
計
画
局
開
発
部
開
発
課
指
導
係

　
塚
田
＝
同
課
関
内
駅
周
辺
地
区
担
当
〉
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